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ガバナーメッセージ
ロータリー財団委員長　挨拶
第１２回ライラ研修会報告
国際交流イベント 『長岡ウォークラリー』
クラブ紹介 ：新潟ロータリークラブ
クラブ紹介 ：新潟東ロータリークラブ
クラブ紹介 ：新潟南ロータリークラブ
クラブ紹介 ：佐渡南ロータリークラブ
クラブ紹介 ：新潟中央ロータリークラブ
会員数及び出席報告
地区主要行事 ・ガバナー公式訪問日程
地区大会プログラム ・一般公開講師紹介
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鈴木ガバナー事務所  〒940-0066　長岡市東坂之上町１丁目２－１ 長岡グランドホテル５階（百合の間） 
ＴＥＬ／ 0258-89-7041　ＦＡＸ／ 0258-89-7043 　E-mail： s.suzuki@rid2560niigata.jp 

栃尾合格天神（毎年 11 月に「ごを書く石＝合格石」による合格祈願祭が行われます。）
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② 

	 

ロータリー財団月間に寄せて	 
	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 国際ロータリー第２５６０地区	 

	 	 	 	 2012~2013 年度	 ガバナー	 	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 鈴木	 重壱（長岡 RC）	 
	 

  

	 RI 理事会と、管理委員会は、毎年 11 月はこの月間中にクラブは少なくとも１つの

クラブ･プログラムを財団のために実施することを決定しました。	 

	 月間中は、ロータリー財団補助金受領者その他（例えばロータリー財団国際親善奨

学生など）が、クラブ例会や教育機関や地域社会の会合で、ロータリー財団について

講演するよう、示唆されています。財団の奨学金事業、および、人道的諸事業につい

ての知識と理解を深めていただき、より積極的に財団の推進に役立つプログラムを実

施していただきたいと思います。	 

	 その為には、ロータリー財団の地球規模での活動実態とその必要性、未来への指針

（長期戦略に示された６つの優先項目）を理解することが大切です。	 

現下のロータリーを取り巻く環境は国際規模でのグローパル化の中で、その立ち位置

を含め重大な変革期を迎えたと云わざるを得ません。	 

	 そうした現況下に於いて「ロータリーの未来の夢計画」を如何に戦略的かつ人道

的・平和的に進める事が出来るかが問われています。そして、その活動はロータリー

の支援を待っている人達の為にもロータリーの自己満足で終わってしまってはなり

ません。	 

	 その様な中で日本のロータリーとしても、ロータリアンからの善意のファンドを確

実に運用するための知恵と意志を明確にする必要があります。その事によって国際ロ

ータリーの中で我が国ロータリーが果たすべき役割がおのずと明確になるのではな

いでしょうか。明確なビジョンとロータリアンの合意によってのみ財団の未来は保証

されるのです。特にロータリー究極の目標である「世界平和」実現のためのリーダー

たるべきは「日本」です。田中作次ＲＩ会長が世界に向けて発信されたメッセージに

は「その意味と思い」が強く反映されています。なぜならば「日本」こそが先の大戦

で唯一、人道的にも戦略的にも開けてはならないパンドラの箱「原子力爆弾」の被害

国であるからです。世界のどこの国よりも「世界平和」への強い祈りを持ち続けてい

る日本が、世界のロータリアンと手を携えロータリー理念実践のための先導者であっ

てしかるべきと考えます。	 

	 そうした意味からも、われわれは財団への資金的協力はもちろんですが、それにも

ましてその活用方法を真剣に考え、国内外で起きている大変な現実を真摯に受け止め、

凛としてロータリーの旗を掲げ進もうではありませんか。	 

その事が社会的にもロータリーへの信頼度の増進につながる事を信じて。	 

	 	 	 

  



 
③ 

	 

ロータリー財団月間にあたり	 
	 

	 	 	 	 国際ロータリー第２５６０地区	 

	 	 	 	 	 	 	 	 ロータリー財団委員長	 

	 	 	 	 	 	 	 	 渡辺	 敏彦（新潟南RC）	 
	 

	 
「11 月は財団月間です」	 
	 ロータリー財団について、理解を深めましょう！	 
	 
１．	 ロータリー財団とは	 
	 	 ロータリー財団は、国際ロータリーの 6人目の会長アーチ・クランフ氏の提唱で
1917 年に基金として発足し、1928 年の国際大会で「ロータリー財団」と名付けら
れました。	 

	 
２．	 ロータリー財団とロータリー	 
	 	 	 ロータリー財団なくしては、ロータリーの奉仕団体としての世界的評価はあり得
ません。従って、会費を払えばロータリアンになることは出来ますが、それでは
必要条件を満たしただけであり、ロータリー財団に何らかの形で関わることによ
り十分条件を満たすことになるのではないでしょうか？	 

	 
３．	 ロータリー財団の使命	 
	 	 ロータリー財団の使命は、ロータリアンが健康状態を改善し、教育への支援を高
め、貧困を救済することを通じて、世界理解、親善、平和を達成出来るようにす
ることです。	 

	 
４．	 ロータリー財団の標語	 
『世界でよいことをしよう(Doing	 good	 in	 the	 world)』	 

	 
５．	 未来の夢計画（新補助金システム）	 
2017 年にロータリー財団が創立 100 周年を迎えるにあたり、2005 年から検討し、
2010 年よりパイロット地区を世界に 100 地区指定してトライアルを実施し、2013
～14 年即ち次年度から全地区導入することになっています。	 

	 従って、当年度もその事前準備を地区ロータリー財団委員会を中心に進めており
ます。	 

	 
６．	 ロータリー財団へのご寄付のお願い	 
	 	 寄付金の種類は従来と変わりません。この 11 月の月間に合わせてロータリー財
団への寄付をお願い致します。又、寄付金は米山奨学金の寄付と同様、2011 年よ
り税制優遇措置がされています。ご承知のように、シェアシステムにより、3 年
後に我々の寄付金は地区に DDF として戻ってきますので、地区ロータリー財団を
より活発化できるかどうか、今年度の寄付総額にかかっています。	 

	 
７．	 ロータリーカードへのご加入とご活用のお願い	 
	 	 ロータリーカードを買物で利用されますと、0.3%が財団に還元されます。	 
	 	 カードを持って頂けますよう、お願い致します。	 
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第１２回ライラ研修会のご報告	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 国際ロータリー第２５６０地区	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 新世代奉仕・ライラ委員長	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 椿井	 琢光（糸魚川中央ＲＣ） 
 
 
	 １０月６日(土)～８日(月)祝日にライラ研修会が糸魚川市にて、第７分区糸魚川中

央ＲＣをホストクラブとして２泊３日で開催されました。県央から遠い事と、例年よ

り１泊多いので参加者数が心配でしたが、皆様方の御協力を得て研修生６９名、ロー

タリアン９１名・計１６０名と多数の御参加をいただきました。今回は会場の都合か

らグループに分かれての研修は不可能と判断し、個人の教養を高める研修会をめざし

ました。	 

	 鈴木重壱ガバナーの点鐘にて開講式が始まり、講師に糸魚川・フォッサマグナミュ

ージアム館長補佐の宮島宏先生をお迎えし、第１日は「新潟の地下はどうなっている

のかな」と題し、フォッサマグナの歴史・実態から地殻変動と、新潟県の今後におけ

る地震や津波の災害予測やその傾向について、映像を見ながら詳しくご説明いただき、

その後ミュージアムを見学！	 

第２日は前日の講義を受けての化石探しの石割り体験・海岸でヒスイ拾いにチャレ

ンジ、研修生の 1 名がヒスイを獲得されました。昼食後に研修生はしいたけ菌打ち、

ロータリアンは３９クラブのアンケート資料を中心に「ロータリアン会議」を約２時

間実施いたしました。鈴木ガバナー・役員による地区の説や今後の方針などご説明を

受けた後、夜は研修生・ロータリアンが一同に会しての懇親会を開催、県産和牛のお

肉を堪能し、楽しく過ごしました。	 

第３日は大断層を目で確かめ、明星山の大岸壁では丁度クライマー３名の登攀を目

撃、岸壁のスケールの大きさを実感いたしました。閉講式で西村好弘・地区新世代奉

仕大委員長に点鐘いただき、宮島宏講師から認定証と地区から修了証書と、翡翠(ヒ

スイ)のストラップが研修生全員に授与され、次年度、柏崎での再会を約し、閉会い

たしました。	 
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国際交流イベント  
『長岡ウォークラリー』が開催  

	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 国際ロータリー第２５６０地区	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 国際奉仕委員会	 国際奉仕委員長	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 吉井	 雅栄（長岡東 RC）	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （共催・企画実行：長岡東RAC）	 

 
	 留学生との交流イベント『長岡ウォークラリー』が、2012年10月13日（土）ＡＭ9:00

～ＰＭ2:30アオーレ長岡（ナカドマ）にて開催されました。	 

	 交換留学生、長岡技術科学大学、長岡高専、長岡大学などの留学生約40名と、ロー

ターアクター・インターアクター・ロータリアンなどを含めた約70名が参加し、３時

間長岡の名所をチームに分かれて歩き、ポイント箇所でのクイズの得点とタイムとを

競い、昼は、郷土料理ののっぺ・すし・赤飯とＢ級グルメのイタリアンなどを食べ、

手作りせんべい焼き体験なども行いました。また、表彰式では、大型ビジョンにウォ

ークラリーやインタビューの様子をスライドショーで映しながら行い、更に盛り上が

りました。	 

	 当地区新潟県で学ぶ留学生は1000名近くおり、長岡だけでも300名近くいます。こ

の留学生と一緒に長岡の名所を巡りながら、長岡の歴史に触れ、長岡の仲間と懇親を

深め、改めて長岡をふるさとと感じてもらい、そして将来本地区のサポーターとなっ

てもらうべく、国際交流の場を作りました。	 

	 また、今回の試みは、長岡東ＲＡＣの10周年記念事業の一つとして、地区ＲＡＣ・

長岡ＩＡＣの協力の下で、長岡東ＲＡＣが企画・実行致しました。その企画力・実行

力、そしてみんなのチームワークに感動致しました。非常に有意義な会であったと思

います。毎年このような国際交流イベントが皆さんのチームワークの下、継続される

ことを願います。	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

 

 



 
⑥ 

 

 

新潟 RCのクラブ活動のご紹介	 
	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 新潟ロータリークラブ	 幹事	 	 	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 宇尾野	 隆	 
	 
	 新潟 RC は昭和１５年創立の第２５６０地区で一番最初に創設されたロータリーク
ラブです。スポンサークラブは東京 RC で、現在の会員数は８８名になります。	 
	 本年度、下岡会長のもと７月８日（日）には、恒例の社会奉仕活動の一環として、
新潟市関屋金衛町浜で海岸清掃を行いました。そして９月９日（日）には、新潟市南
区の中村観光果樹園で「交通遺児と家族の為の事業（あしなが事業）」として交通遺
児との交流会を行い、梨とぶどう狩りとバーベキューを楽しみました。	 
	 ９月２６日（水）には、職業奉仕委員会主催で職場訪問ということで新日本製鉄株
式会社（現新日本製鉄住金株式会社）君津製鉄所を訪問しました。会員の新日本製鉄
住金株式会社新潟支店長	 宮木	 勢さんが準備をしてくださり、下岡会長はじめ１８
名のメンバーで実施、当日は君津製鉄所を訪問する前に木更津東 RC でメイキャップ
を行い水越木更津市長の卓話を拝聴することができました。	 
	 
本年度は、始まったばかりで活動の途中でありますが、新潟 RC ならではの奉仕活動
を２つ、ご紹介させていただきます。	 
	 １番目は、ロータリー保育園への支援訪問です。ロータリー保育園は次のような経
緯で設立されました。昭和３０年１０月１日、当時第６０地区年次大会を当クラブが
ホストとして開催する３日前に新潟大火が発生しました。急遽スポンサークラブの東
京ＲＣを中心に都内各クラブのホストにより、東京帝国ホテルで地区大会を開催しま
した。１０日間の準備にもかかわらず、全国より４１８名の参加があり無事終了いた
そうであります。その地区大会の残金（約１２８万円）と全国より寄せられた見舞金
（１２５万円）の中から２００万円を新潟市の復興資金として寄贈しました。そして
昭和３３年に市内２０番目の保育園が設立され、ロータリー保育園と命名されました。	 
	 クリスマスには会長はじめ社会奉仕委員会のメンバーがサンタクロースの衣装で
訪問しています。	 
	 ２番目は、青少年育成基金による寄付活動です。１９９０年に創立５０周年を迎え
た当クラブは、１４００万円で青少年育成基金を創設、その寄付金と利息で青少年育
成に尽力している団体、目標に向かって努力をしている個人に援助を行っています。
今までに、ユニバーサル技能五輪大会受賞者、県立がんセンター院内保育園「たんぽ
ぽ」「小児がん経験者による	 オークの木」「東日本大震災で親御さんを亡くされた子
供達へ奨学金贈呈」等に援助しています。	 
本年度も、まだ前半でありますので、最後までロータリー活動を通して会員の皆様が
親しく交流のできるクラブ活動になれるよう努力をしてまいりたいと思います。	 
	 
	 
	 

 
 
 
 
 
 

青少年育成基金贈呈 君津製鉄所訪問 交通遺児と家族の為の事業 
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新潟東ロータリークラブ紹介	 
	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 新潟東ロータリークラブ	 幹事	 	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 近藤	 彰	 

	 

「他クラブとの新たな交流」	 

当クラブは、1958 年 3 月 28 日創立で現在 56 名の会員が在籍しています。当クラブ

の自慢は、26 年前に当時会員によって作詞作曲されたクラブ会歌（３曲）があり、例

会で合唱していることです。今回は当クラブと他クラブ（国内他地区）との交流につ

いて紹介します。	 

	 現在の提携友好クラブは、高崎北ＲＣです。群馬県が当地区から分かれることが決

定した際に、当クラブ所属の栗山パストガバナーの仲立ちで友好クラブとして提携し、

現在まで毎年度交互に訪問してゴルフコンペ等を開催しています。	 

今般更に静岡東ＲＣと新たなお付き合いが始まりました。端緒は、当クラブ会員が

転勤し、転勤先で「静岡東ＲＣ」に入会したところ、静岡東ＲＣでは、50 周年を期し

て友好クラブ提携先を 3年前から探していて、規模・歴史・都市背景が似ており、而

も「同じイースト」ということで、当会退会会員を月下氷人として、交流（お付き合

い）の申込みがあり、昨年４月１５日に６名の静岡東ＲＣ会員が当会に表敬訪問され

ました。翌土曜日にはコルフコンペで親睦を深め、当会からは同年６月１日に訪問し、

相互訪問の交流が始まりました。昨年１１月、本年２月（写真）に交互訪問を行い、

今般（本年９月２８日）の来訪では、１１名の方が当クラブ例会に出席し、翌日のゴ

ルフコンペと、村上市の観光（屏風祭り）に案内し、大変喜ばれました。	 

	 このお付き合いが結婚（友好提携）まで発展するかは不明ですが、遠方のクラブと

の交流は、ロータリー生活を楽しいものとしています。	 

	 

 
 
 
 
 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 



 
⑧ 

楽しい新潟南クラブ	 

 
新潟南クラブは水曜日のお昼からホテルオークラ新潟で例会を開いています、クラ

ブの雰囲気はとにかく会員の結束が固く懇親に力が入っている明るいクラブです。野

球とゴルフと麻雀が盛んで若いメンバーも活躍できる環境です。先輩たちも気さくで

冗談も通じる和やかさが新潟南の風土でしょうか。現在南クラブの会員数は 80 名を

超えて毎月のように新入会員が増えています。新入会員は親睦委員会に配属されます

ので例会受付では入会の若いメンバーが大勢出迎えてくれます、そこで先輩会員の顔

と名前を覚えて同期の仲間をつくり親睦を深めそうして先輩からロータリーについ

て話を伺うことによりクラブの楽しい雰囲気が浸透していくのです。	 

こうして会員が増えているのも歴代会員増強委員会の面々が新入会員の情報を求

めて拡大会員増強委員会を開いて、これはという候補を数年がかりで様々なメンバー

がアプローチしているのも会員拡大の要因でしょう。しかし本当の理由はロータリー

を楽しんでいる会員が多いことだと思っています。楽しいから仲間を誘いたい、一緒

に楽しみたいだから雰囲気がいい、そうしたスパイラルの出来ている新潟南クラブに

メークアップに来てください、幹事がもうそろそろ席についてくれと声をかけなけれ

ばいけないような握手タイムで熱烈歓迎します。	 

	 

楽しい仲間:	 佐渡南ロータリークラブ	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 

	 私たちのクラブは、人口約 6万人の日本海にある佐渡島で活動しています。1975

年に創立、現在の会員数は 46 名、女性会員は 6名、もう少しで中規模クラブに仲間

入りできそうな状況です。	 

	 女性会員は女性会員を 10 名にしたいと頑張っています。	 会員平均年齢も 58.9 歳

と比較的若く、和気あいあいとしたクラブです。例会は毎週火曜日の昼に開催、月に

1回は夜例会として、明るく楽しい仲間の集まる会合を続けています。この夜例会開

催で新入会員は一気にクラブに馴染んでくれます。	 

	 毎年継続して行われている事業として佐渡南ロータリークラブ旗争奪少年野球大

会を開催し、熱血野球少年のプレーをサポートしています。また、真野湾沿い長浜海

岸に県立佐渡総合高校の生徒と合同でトビシマカンゾウの植栽を行い、海岸線の景観

の保全に協力しています。	 
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創立 20周年にあたり会員増強と例会の充実を 
 
                                                       国際ロータリー第 2560 地区	 

新潟中央ロータリークラブ	 

	 

当クラブにとって本年度は創立 20 周年の年にあたります。現在会員数は 24 名(男

23 名、女 1 名)です。例会は火曜日のお昼に ANA クラウンプラザホテル新潟で行いま

す。一室を 3テーブルで例会を行いますので会員の様子が一目で分かります。そんな

ところが当クラブの家族的雰囲気を醸成しているのではないかと思います。	 

	 本年度の最重点目標であり2大行事予定の１つでもある｢IM｣をホストクラブとして

会員全員及び市内７RC・佐渡 2RC の皆様の協力のもとで成功裡に終わることができま

した。感謝致します。さて、次は 2013 年４月に行う｢創立 20 周年記念式典の成功｣で

す。又、｢3 名の会員増強目標｣も、現在 2名の増強ができましたので、目標の 25 名に

あと 1名を残すところまできました。そして、｢例会の充実｣を目指し、面白く楽しい

卓話の時間作りを心がけております。当クラブではプロジェクターとスクリーンを所

有し、幅広い分野からの外部講師を招くとともに会員によるスピーチの充実を図って

おります。他クラブ会員皆様の卓話を歓迎致します。又、他クラブ会員皆様のメーク

アップは大歓迎であります。ANA クラウンプラザホテルの美味しい料理と会員の笑顔

が皆様をお待ちしております。	 

	 卓話の時間の写真を掲載しました。当クラブ会員布施渥さんによる｢布施渥の招き

猫の世界｣のお話。ご自身のお話と招き猫のお話を楽しく聞くことができました。	 
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───地区大会プログラム（予定）───	 
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記念講演：一般開放◆11 月 18 日（日）15:00〜16:30	 
	 ●演題「環境保全とロータリー」	 

昭和２０年１１月２２日鎌倉市生まれ	 	 	 	 	 	 	 	 

平成２年９月	 国土庁水源地域対策アドバイザー	 

平成３年６月	 社団法人国際観光施設協会	 副会長（現）	 

平成９年５月	 社団法人日本造園学会	 顧問（現）	 

平成１７年	 	 	 	 愛・地球博	 会場演出総合プロデューサー	 

出身大学	 東京農業大学農学部造園学科	 

所属学会	 日本造園学会、日本レクリエーション学会、日本イベント学会	 
著書	 	 	 景観創造のデザインデベロップメント	 他	 

受賞歴	 	 東京農業大学「造園大賞」	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 日本造園学会「日本造園学科賞」	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 日本造園修景協会「下山奨励賞」	 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 国土交通大臣表彰	 黄綬褒章	 

	 

造園・ランドスケープアーキテクトとして「景観十年、風景百年、風土千年」と唱え、人と自然の空間的共存を

テーマに多くの作品や計画に携わっている。今という時代を「農業革命」「産業革命」に次ぐ人類第三の革命「環

境革命」の時代と捉え、地球環境問題、とりわけ生態系サービス（生物多様性）を巡る人と自然の持続的未来へ。

戦略的方向を探りつつ、「地球は囲われたエデン」であると説く。	 
	 

---現在出演番組---	 

ＴＢＳ「サンデーモーニング」コメンテーター（日曜日８：００～１０：００）	 

ANB	 	 「やじうまテレビ！」	 	 コメンテーター（隔週火曜日６：００～８：００）	 

ＭＢＳ「ちちんぷいぷい」	 	 	 	 コメンテーター（１４：００～１７：５０）	 
	 

	 

◆バッヂのデザインについて	 
	 次世代に先送り出来ない難題山積の時代、私たちのロータリー活動に於いても、それらの是

正の為にも努力せねばなりません。そこで活動の基本姿勢を【恕を以って和を為す】といた

しました。恕は一般に「おもいやる心」と理解されるようですが、ロータリー的に考えれば我々

が標榜する「超我の奉仕」の究極の【こころ】だと考えます。	 

■火焔土器	 	 
	 日本人が縄文の太古から育んできた「自然との共生」や「互助、協助の心」など誇るべき日本文化を蘇らせたい。

その為のシンボルを「火焔土器」としました。新潟県は火焔型土器のメッカ。それゆえに「火焔のクニ」ともいわ

れています。そのエナジーをともに認識して、地域の発展に尽くしたいという思いを重ねました。また、いかなる

困難にもめげず「未来に向け、力強く凛として前向きに進む」、長岡市章にもなっているフェニックスを配しました。	 

この二つをデザインの基調として【恕】と【和】をロゴとし国旗とロータリーの地区番号 2560 を記しました。	 

●会場までの地図	 

記念講演会の会場はアオーレ長岡のアリーナで行われます。講演会中は一般公開になりますのでスムー

ズな移動にご協力ください。お問い合わせは下記まで。	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

 

東京都市大学教授	 

造園家涌井	 雅之氏	 

国際ロータリー第2560地区	 

鈴木ガバナー事務所	 	 	 

〒940-0066	 新潟県長岡市	 

東坂之上町 1丁目 2-1	 	 

長岡グランドホテル 5階	 	 
TEL：0258-89-7041   
FAX：0258-89-7043   
MAIL：s.suzuki@rid2560niigata.jp 
HP：http://www.rid2560niigata.jp 



国際ロータリー第２５６０地区　鈴木ガバナー事務所
  〒940-0066　長岡市東坂之上町１丁目２－１ 長岡グランドホテル５階（百合の間） 
ＴＥＬ／ 0258-89-7041　ＦＡＸ／ 0258-89-7043 　E-mail： s.suzuki@rid2560niigata.jp 

Rotary International
District 2560




